
資料編

数学を学ぶ楽しさを味わう指導の工夫
－ －気付きの根拠を探求する活動を取り入れて

長期研修員 早川 洋一郎

長期研修員 萩原 裕一郎

（ 「 」、 「 」）研究の検証授業 中学校２学年図形領域 平行線と角 中学校３学年図形領域 相似な図形

で使用した本時案、学習プリント等が載せてあります。

中学２年生の見たい項目をクリックして下さい

中学校２学年 図形領域「平行線と角」 中学校３学年 図形領域「相似な図形」

１． １．考察、目標と評価規準、指導計画考察、目標と評価規準、指導計画

２．本時案 ２．本時案

基礎コース 第１時

第２時第１時、第２時

第３時第３時、第４時

第４時第５時、第６時

第５､６時第７時、第８時

第７､８時（発展コース）第９時、第10時

応用コース(抜粋) 第７､８時（基礎コース）

第９､10､11時第８時

発展コース(抜粋) ３．参考資料(授業の様子)

第１、３、５時第８時

３．学習プリント 第７、８時

第９、10、11時第１時､第２時で使用した学習プリント

第５時で使用した学習プリント

第８時､第９時で使用した学習プリント

４．ヒントカード

第８時で使用したヒントカード( )抜粋

実態調査に使用したアンケート５．

参考資料(授業の様子)６．
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数学科学習指導案

前橋市立第五中学校 ２年１，２組 基礎コース(24名)

指導者 早川 洋一郎

１ 題材名 「平行線と角」 （第４章「平行と合同」）

２ 考察

(1) 生徒の実態

本校では、習熟度の程度に応じて、基礎コース、応用コース、発展コースの３コースに分け

た少人数指導を行っている。本検証授業は、このうちの基礎コース(24名)である。

、「 」、「 」実態調査の結果 見通しをもって解こうとしている 何でだろうと考えることは楽しい

と答えた生徒は多いが、数学で学習したことが実生活に役立っていると感じている生徒はおよ

そ半数であった。そこで、身近な生活における問題の解決にあたって、直観的な気付きなどを

大切にしながら、解決への見通しをもち、今までに学んできた数学とどのように関連付けられ

るかを考える機会を設定していく必要があると考える。

(2) 題材の考察

報告書参照

(3) 題材の系統

３ 題材の目標と評価規準

(1) 題材の目標

観察や操作・実験を通して帰納的に見いだした平面図形の性質を、平行線の性質や三角形

の内角・外角の性質などを基にして演繹的に証明できるようにする。

(2) 題材の評価規準

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方･考え方 数学的な表現･処理 数量･図形などについての
知識･理解

観察や操作・実験を通して、平面 平面図形の基本的な性質などにつ 平面図形の基本的な性質を用い 平面図形の基本的な性質などを

図形の基本的な性質を直観的に見い いての基礎的な知識を身に付け、数 て、図形の角の大きさを求めたり、 理解するとともに、図形の性質を
だしたり確かめたりするなど、数学 学的な推論を用いて考察することが 推論の筋道を言葉で表現したりする 調べるときの仮定や結論、証明の
的活動の楽しさや数学的に考察する できる。 ことができる。 筋道について理解している。

ことのよさに気付いている。

1
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(3) 学習活動における具体の評価規準

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方･考え方 数学的な表現･処理 数量･図形などについての知識･理解

、 、 、 、つ ①観察や操作・実験を通して角の性 ①三角形の内角の和、多角形の内角の ①対頂角 同位角 錯角の意味 対頂角
か 質に興味をもち、調べようとする。 和を求めることができるとともに、そ 平行線の性質、多角形の内角の意味とそ
む の求め方を説明することができる。 の和を理解している。

追 ②三角形の内角の和に関心をもち、 ②対頂角や平行線の性質、三角形の ②対頂角や、平行線の性質、多角形の ②多角形の外角の意味及び求め方を理解
求 その求め方を考察しようとする。 内角の和の公式を求める方法を既習 内角の和の公式、外角の和の性質を用 している。
す 内容を用いて論理的に考察すること いて角の大きさを求めることができる
る ができる。 とともに、その求め方を説明すること

ができる。

③平面図形の性質の調べ方には実験 ③平面図形の性質を既習内容と関連
・実測による方法や証明による方法 付けて、体系的にとらえることがで
があることや,証明による方法の楽 きる。
しさに気付く。

広 ④身近な生活の中にある物が数学に ④様々な平面図形の性質を、自らの ④平面図形の性質が成り立つことを演 ④身のまわりには平行線や三角形の性質
げ 活用できることに気付き、その活用 気付きに基づいて、既習内容と関連 繹的に説明することができる。 を使って考えられる場面があることを理
る の楽しさを味わう。 付けながら論理的に考察することが 解している。

できる。

(4) 単元の評価の重点一覧

つかむ過程 追求する過程 広げる過程
評価の観点

１時 ２時 ３時 ４時 ５時 ６時 ７時 ８時 ９時 10時

数学への関心･意欲･態度 ○ ○ ○ ○

数学的な見方･考え方 ○ ○ ○ ○

数学的な表現･処理 ○ ○ ○ ○ ○

数量･図形などについての知識･理解 ○ ○ ○ ○

＜習熟度別学習時基礎コース＞４ 指導・評価計画（全10時間予定）

過 時 ●ねらい ・支援及び指導上の留意点
具体の評価規準 評価項目(評価方法)

程 間 ・主な学習活動 ☆「努力を要する」状況と判断した生徒への手だて

つ １ ●観察や操作・実験を通して、対頂角や ・角度にこだわらず自分なりに気付いたことを自信を 観察や実測などにより様々【関・意・態】①
か 平行線の性質を見いだす。 観察や操作・実験を もって書くよう伝える。 な角の性質を見いだしてい
む ●対頂角や平行線の性質に関する用語の 通して角の性質に興 ・分度器で角度を測ったり、定規で長さを測ったり、 る。

意味とその性質を理解する。 味をもち、調べよう 実物を見たり、動かしたりと自分なりの方法で見つ (観察、学習プリント、振
とする。 けられるよう助言する。 り返りシート)デザイン画から、いろいろな図形の性質

☆角について調べる観点を助言し、等しい角はどこなを見つけだそう！ ＜Part１＞
・トレリスを見 のか見つけられるようにする。
ながら図形の ☆定理を振り返りながら個別に補充学習をすすめる。
性質などを見 対頂角、平行線の同位角や【知識・理解】①
いだす。 対頂角、同位角、錯 錯角について理解してい
・気付いたこと 角の意味、対頂角や る。
から実測など 平行線の性質を理解 (学習プリント、振り返り 見
の方法で関係やきまりを見つける。 している。 シート) 通

し
２ ●観察や操作・実験を通して、三角形の ・トレリスを提示し、三角形に着目できるようにして 様々な多角形の内角の和に １【表現・処理】①
内角の和や多角形の内角の和の性質を 三角形の内角の和、 いく。 ついて調べ、対角線により
見いだす。 多角形の内角の和を ・多角形は、三角形が集まってできていることに気付 分割して求めている。

求めることができる くようにする。 (観察、学習プリント)デザイン画から、いろいろな図形の性質
とともに、その求め ・それぞれの多角形の内角の和から類推し、nが１ずを見つけだそう！ ＜Part２＞

・図中か 方を説明することが つ増加すると内角の和は180°ずつ増加することに
、 。ら三角 できる。 気付き n角形の内角の和を予想できるようにする

形や四 ☆規則性に気付かない生徒には、内角の和がいくつず
角形を つ増えているかを助言する。 三角形の内角とその和の意【知識・理解】①
見いだ 三角形の内角とその 味、多角形の内角の和の意
し角の性質について調べる。 和の意味、多角形の 味ついて理解している。
・気付いたことから実測など自分なりの 内角の和の意味を理 (学習プリント、振り返り
方法で関係やきまりを見つける。 解している。 シート)
・n角形の内角の和について、規則性を
見つける。

追 ３ ●対頂角や平行線の性質を論理的に考察 ・トレリスから気付いたことを想起するようにする。 錯角が等しいことを対頂角【見方・考え方】②
求 することができる。 対頂角や平行線の性 ・平行線から見いだした等しい二つの角において、な や同位角と関連付けて考え
す 質について既習内容 ぜ等しいかという疑問と証明しなければならないこ ている。対頂角や平行線の性質がいつでも成り
る を用いて論理的に考 との必要性を明確にする。 (学習プリント)立つことを説明しよう
・トレリスから見いだした対頂角の性質 察することができ ・２直線が平行でないときは成り立たないことを確認
や平行線の性質について考える。 る。 する
・平行線の同位角が等しいことは、公理 ・平行線の同位角が等しいことは公理としてとらえ、
としてとらえ、このことから、錯角が このことと関連付けながら錯角が等しいことを考え
等しいことを、自分なりの方法で考え るよう伝える。
る。 ☆文字を使って考えたり、同位角などの等しい角はど
・定理の逆から、平行線であるための条 こなのかを明確にする。
件を導き、その正当性を追求する。

４ ●対頂角や平行線の性質を使って、様々 ・対頂角の性質、平行線の性質を確認していく。 様々な図形について角の大【表現・処理】②
な角の大きさを求めることができ、そ 対頂角や平行線の性 ・まとめの問題には、４～５人に分けたグループで学 きさを対頂角や平行線の性
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の求め方を説明することができる。 質を用いて角の大き 習していくようにする。 質を使って求めている。
さを求めることがで ・自力解決していく過程で、分からない点についてグ (学習プリント)対頂角や平行線の性質を使えるように
きる。 ループ内で相談しながらすすめていくよう伝える。なろう！

・様々な問題を自分で解き、その考え方 ・解き方について、どの既習内容と関連付けたのかを
を４～５人に分けたグループで交流す グループ内で明確にし、共通理解できるようにする
る。 ☆既習の定理などを振り返るために頭脳パンを見るよ

う指示する。

５ ●三角形の内角の和が180°となること ・３分割された三角形の内角の和を確認できる教具を 三角形の内角の和が180°【関・意・態】②
を演繹的な推論を用いて考察すること 三角形の内角の和に 一人一人に配布し、角を並べ内角の和が180°とな になる理由に関心をもち、
ができる。 関心をもち、その求 ることを視覚的に確認できるようにする。 その証明を意欲的に考えよ

め方を考察しようと ・考えるために使用した補助線を黒板にかいていくよ うとしている。三角形の内角の和が180°となること
する。 うにし、多様な考え方があることに気付けるように (観察、振り返りシート)を既習内容を使って考えよう

・三角形の内角の和が180°となること する。
を、実測や操作など自分なりの方法で ☆三角形の内角の和が180°である理由を説明できな 見
確かめる。 い生徒には、今までに学習したことを振り返り、補 通
・三角形の内角の和がなぜ180°になる 助線を引くことにより、どの角が等しくなるのかを し
のかをグループで意見を出し合い、解 見つけられるようにする。 ２
決の見通しを立てる。 ・発表したどの方法でも、根拠に基づいた証明ができ 三角形の内角の和が180°【見方・考え方】②
・同じ見通し同士でグルーピングし、解 三角形の内角の和を ることを知り、既習内容が使えたことを実感できる になることを、平行線の性
決に向け、数学的な根拠と関連付けな 求める方法を既習内 ようにする。 質を用いて自分なりに考え
がら、考え方をさらに練り上げる。 容を用いて論理的に ている。
・解決の過程から、三角形の一つの外角 考察することができ (学習プリント、振り返り
はそれと隣り合わない二つの内角の和 る。 シート)
に等しいという新たな性質を発見する

６ ●n角形の内角の和の公式を導き、その ・分割の仕方で、多様な考え方があることに気付くよ いくつかの多角形の内角の【表現・処理】②
公式を様々な場面で活用することがで 多角形の内角の和の うにする。 和の規則性から、n角形の
きる。 公式を用いて、多角 方法① 分割された三角形の個数が、１頂点から 内角の和の公式を導いてい

形の内角の和を求め 引かれる対角線の数に関連していることに る。n角形の内角の和の公式を工夫して導
ることができるとと 気付くようにする。 (観察、学習プリント)こう

・多角形の内角の和について、つかむ過 もに、その求め方を 方法② n角形の内角の和は、(n－１)角形の内角
程で気付いたことを振り返る。 説明することができ の和に対し180°の差があることに気付く
・五角形の内角の和をいくつかの三角形 る。 ようにし、２変数による１次関数の考え方
に分割したことを振り返り、六角形、 で公式を導く。
七角形などの内角の和を求めるための ・分割された三角形の個数が、nとの関係に着目する
よりよい分割の方法を考える。 ようにする。
・公式を使って様々な多角形の内角の和 ☆三角形の個数の変化に着目させる。
を求める。 ・どの考え方でも結果は同じであることを、式の変形

を通して明らかにする。
・様々な多角形の内角の和を公式を使って求めること
により、nを使った公式のよさを感じることができ
るようにする。

７ ●多角形の外角の和を類推的な推論で見 ・三角形の外角の和が360°になることを実測を通し 様々な多角形の外角の和に【表現・処理】②
いだし、その求め方を説明できる。 多角形の外角の和が て求める。 ついて調べ､360°であるこ
●多角形の角に関する用語の意味とその 360°であることを ・四角形や五角形の場合は何度になるか予想するよう とを帰納的に説明してい
性質を理解し、様々な図形の角につい 用いて、角の大きさ にする。 る。(観察、学習プリント)
て活用できる。 を求めることができ ・興味・関心に応じたグループに分け学習する。

るとともに、その求 Ａ 四角形の外角について調べる多角形の外角の和の性質について考察
め方を説明すること Ｂ 五角形や六角形 〃しよう

・三角形の外角の和について実測により ができる。 Ｃ n角形 〃
360°になることを確認し、n角形の外 ・予想したことを、実測により確かめさせる。
角の和も同じ360°であることを予想 ・なぜ360°になるのか、それぞれのグループごとに
する。 根拠と関連付けながら、説明を考える。 様々な多角形の外角やその【知識・理解】②
・四角形～六角形、及びn角形の外角の 多角形の外角の意味 ☆角の大きさが求められない生徒には、既習の定理な 和について理解している。
和の論証について、課題別に分け、グ 及び求め方を理解す どを振り返りようにする。 (学習プリント、振り返り
ループごとに考え合う。 る。 ・Ｃコースの考え方を踏まえながら、全員でn角形の シート)
Ａコース：四角形の外角の和 外角の和が360°であることを根拠と関連付けなが
Ｂコース：五角形や六角形の外角の和 ら考えるようにする。
Ｃコース：n角形の外角の和

８ ●様々な図形の性質に関心をもち、演繹 ・矢じりの形から直観的に予想した角の性質を実測に 同じ図形の性質を証明する【関・意・態】③
的な推論や類推を用いて、予想した 平面図形の性質の調 より確かめるよう伝える。 のに、様々な考え方・方法
り、考察したりすることができる。 べ方には実験・実測 ☆数学的な根拠と関連付けられない生徒のために、補 があることを知り、既習内

による方法や証明に 助線の引き方によって場合分けされたヒントカード 容が活用されていることを矢じりの形における角
よる方法があること 用意する。 実感している。の性質について気付い
や、証明による方法 ・自分の考え方を説明するとともに、友達の考え方を (振り返りシート)たことを、今までに学
の楽しさに気付く。 聞き、自分の考え方との違いを明らかにしていく。んだことと関連付けて

・グループで協力して、一人一人の考え方について、 見確かめよう。
今までに学習した数学的な根拠に基づいているもの 通

・矢じりの形における角について、予想 かどうかを検討するようにする。 し
し、実測により確認する。 ・自分の考え方を説明したり、友達の考え方を聞いた 矢じりの形における角の性 ２【見方・考え方】③
・自ら立てた見通しにより、矢じりの形 平面図形の性質を既 りする中で、数学的な根拠を用いた証明は誰でも納 質を説明するために、既習
における角の性質について、既習内容 習内容と関連付けて 得できるというよさに気付くようにする。 内容と関連させながら考え
と関連付けながら証明する。 体系的にとらえるこ ☆補助線の引き方をアドバイスし、既習内容を確認し ている。
・自分の考え方を、グループ内で発表し とができる。 ながら、解決への見通しをもてるようにする。 (学習プリント)
合い、数学的な根拠によるものかどう ・黒板にはりだしたフラッシュカードを基に、一人一
か検討し合う。 人の考え方がどの数学的な根拠によって解決してい
・関連図を作成する。 くのか関連付ける活動を行う。

・多様な考え方に触れるとともに、黒板に関連図を書
き表すことで、どの根拠を使っても解決できること
に気付けるようにする。

広 ９ ●様々な図形の性質に関心をもち、多角 ・カエデの葉を実際に手に取って見ることで、身近な 今まで学んできた数学を活【関・意・態】④
げ 形の内角・外角の和や平行線の性質な 身近な生活の中にあ 事象としてとらえさせたい。 用して問題を解決している
る どを利用して、図形の性質を証明する る物が数学に活用で ☆角の性質に気付かない生徒には、矢じりの形にはど ことの楽しさを感じてい

ことができる。 きることに気付き、 のような性質があったかを振り返ることにより、カ る。
その活用の楽しさを エデの形での角の性質を、予想できるようにしてい (観察、振り返りシート)カエデの葉の秘密を探ろう。
味わう。 く。 見

・補助線を引くことにより三角形や矢じりの形が現れ 通
ることに気付きその性質を活用できないものか考え し
るようにする。 ３

・玄関前にあるカエデの葉を観察する。 ・考察していく上で、形の同じもの同士でグループを
・自分なりに抽象化したカエデの葉の形 つくり、小集団で協力し話し合いながら学習を進め 気付いた性質を証明するた【見方・考え方】④



－ 数学科指導案 4 －

の角の性質について考える。 様々な平面図形の性 るようにする。 めに、既習内容や考え方と
・カエデの葉の形について 実測したり 質を、自らの気付き ・今までに学習してきたことをどのように関連付けて 関連付けながら自分なりの、 、
根拠を明らかにしたりして、自分なり に基づいて、既習内 いくかのポイントを 「関連付けさせるためにどの 方法で考えている。、
の方法でカエデの葉の形の角の性質を 容と関連付けながら ような補助線を引くか」とする。 (観察、学習プリント)
発見する。 論理的に考察するこ ・同じ図形を選んだグループの中から、関連付けた根
・一部凹多角形と全凹多角形に分類し、 とができる。 拠の違い、補助線の違いなどにより、さらにグルー
それぞれの角の性質をまとめる。 プ分けしていく。

・関連付けた根拠を順序立てて記述し、説明できるよ
うにしておくよう伝える。

10 ・発表にあたり、 自分の考えを、文字や式・調べた図形の性質について、まとめた 【表現・処理】④
平面図形の性質が成 ・補助線とそこに引いた理由 記号を使いながら、数学的考えを発表しよう

・発表を聞き、平行線の性質や三角形の り立つことを演繹的 ・等しい角 な根拠に基づいて説明して
角の性質などを使って、様々な平面図 に説明することがで ・関連付けた根拠 いる。
形の性質が論理的に説明ができること きる。 ・計算式 などを述べるように伝える (発表内容、発表原稿)
を実感する。 ・発表を聞くにあたり、

・自分たちの考えと違う点
・どの根拠を関連させたか
・納得のいく説明か に留意させる

☆説明に行き詰まった生徒に対しては、等しい角や矢
じりの形など色チョークで図示しながら、発表者の
考え方を理解しやすい形で表現できるようにする。
・発表後の模造紙や発表原稿は、教室内に掲示してい
く。 身のまわりには平行線や三【知識・理解】④

身のまわりには平行 ・一部凹多角形と全部凹多角形に分類し、 角形の性質を使って考えら
線や三角形の性質を 一部凹多角形は、凸の角の和＝凹の角の和 れる場面があることを理解
使って考えられる場 全部凹多角形は、凸の角の和＋360°＝凹の角の和 している。
面があることを理解 になっていることを確認する。 (振り返りシート)
している。 ☆身近な活用されている場面を想起するようにする。

・発表を終え、平行線の性質や三角形の角の性質など
を使って、様々な平面図形の性質が論理的に説明で
きたことを伝え、身近な物が数学に活用されている
ことを実感できるようにする。

＜応用コース＞ (抜粋)

●ねらい ・支援及び指導上の留意点過 時
具体の評価規準 評価項目(評価方法)

程 間 ・主な学習活動 ☆「努力を要する」状況と判断した生徒への手だて

８ 様々 【関・意・態】③ ・四角形の模型を提示し、一つの頂点を凹まして、矢 【関・意・態】③● な図形の性質に関心をもち、演繹
平面図形の性質の調 じりの形になる凹四角形を提示する。 同じ図形の性質を証明するの的な推論や類推を用いて 予想したり， ，
べ方には実験・実測 ・矢じりの形を自由に変形できる教具を一人一人に配 に、様々な考え方・方法がある考察したりすることができる。
による方法や証明に 布し、操作することで、矢じりの形の角の性質を予 ことを知り、既習内容が活用さ矢じりの形における角の性質について
よる方法があること 想できるようにする。 れていることを実感している。気付いたことを、今までに学んだこと
や,証明による方法 ☆角の性質について気付かなかった生徒には、角を実 (振り返りシート)と関連付けて確かめよう。

・矢じりの形における角の性質につい の楽しさに気付く。 測したり、切りはりすることで角の性質を実感でき
て、直観的に予想し、見通しを立て、 るようにする。
既習内容を使って自力解決し、記述に 【見方・考え方】③ ☆数学的な根拠と関連付けられない生徒には、平行線 【見方・考え方】③
より説明する。 平面図形の性質を既 の性質や三角形の角の性質を活用するために、どの 矢じりの形における角の性質を

習内容と関連付け ような補助線を引けばよいかと助言する。 説明するために、既習内容と関
て、体系的にとらえ ☆数学的な根拠と関連付けられない生徒のために、ヒ 連させながら考えている。
ることができる。 ントカードを用意する。 (学習プリント)

・多様な考え方に触れるとともに、どの根拠を使って
も解決できることを伝える。

＜発展コース＞ (抜粋)

●ねらい ・支援及び指導上の留意点過 時
具体の評価規準 評価項目(評価方法)

程 間 ・主な学習活動 ☆「努力を要する」状況と判断した生徒への手だて

８ 様々 【関・意・態】③ ・四角形、ちょうちょ形、矢じりの形の３種類が考え 【関・意・態】③● な図形の性質に関心をもち、演繹
平面図形の性質の調 られることを確認する。 同じ図形の性質を証明するの的な推論や類推を用いて 予想したり， ，
べ方には実験・実測 ・四角形とちょうちょ形は学習済みであることを伝 に、様々な考え方・方法がある考察したりすることができる。
による方法や証明に え、本時は矢じり形について考えることを伝える。 ことを知り、既習内容が活用さジオボードの４点を結ぶ一筆書きでか
よる方法があること ・予想したことについて実測により確かめ、なぜその れていることを実感している。ける図形の角の性質について成り立つ
や,証明による方法 関係があるのか理由を考えるようにする。 (振り返りシート)ことを数学的な根拠に基づいた説明が
の楽しさに気付く。 ・多様な考え方に気付くようにする。できるようみんなで考えを練り上げよ

☆友達の考えを聞いて、自分の考えの参考にするようう
・矢じりの形における角の性質につい 【見方・考え方】③ 働きかける。 【見方・考え方】③
て、直観的に予想し、見通しを立て、 平面図形の性質を既 ・黒板にはりだしたフラッシュカードを基に、それぞ 矢じりの形における角の性質を
既習内容を使って自力解決し、記述に 習内容と関連付け れの考え方によるものがどの数学的な根拠によって 説明するために、既習内容と関
より説明する。 て、体系的にとらえ 解決(説明)していくのか関連付ける活動を行う。 連させながら考えている。
・自分の考えを、グループ内で発表し合 ることができる。 ・発展的に、５点を結ぶ一筆書きでかける図形の角に (学習プリント)
い、数学的な根拠によるものかどうか ついて考える。
練り上げる。

(見たい項目をクリックして下さい)５ 本時の展開

本時案(基礎コース) 本時案(応用、発展コース〈抜粋〉) 学習プリント・ヒントカード〈抜粋〉



- -基礎コース指導案 1

（本時案 第１時）
観察，操作や実験を通して，対頂角の性質、平行線の性質を見いだす。(1) ねらい

(2) 準備
(教師) トレリス、デザイン画、磁石、教師用三角定規・分度器、学習プリント①、振り返りシート①

頭脳パン(学習した図形の性質をまとめていくカード)①②
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン
(3) 展開(１／10 見通し１にかかわる授業)

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

トレリスから、いろいろな図形の性質を見つけだそう！

関
、○デザイン画を見て

○トレリスを見ながら、図形 25 ・右図のようなトレ 観察や実測などに
の性質として気付いたこと リスを教室の壁に よりいろいろな角
を発表する。 飾り、身近な物と の性質を見いだし
◇向かい合う角が等しい して感じられるよ ている。
◇同位角が等しい うにする。 ◎観察や実測により
◇錯角が等しい ・角度にこだわらず 見通しをたて、文
◇三角形が同じ(合同) 自分なりに気付い 字を使った式によ
◇平行四辺形 たことを自信をも り説明している

。 、 、って書くよう支援する (観察 学習プリント【気付く】
・本当にそうなのかと揺さぶりをかけながら実測や 振り返りシート)
切りはりなどの方法で確かめるようにする。

○気付いたことを実測などの ・分度器で角度を測ったり 定規で長さを測ったり､、
方法で確かめながら、物事 実物を見たり、動かしたりと自分なりの方法で見

【見つける】の関係やきまりを見つける つけられるようにする。。
☆いろいろな角の性質を見いだせない生徒には、調
べる観点を助言し、等しい角はどこなのか見つけ
られるようにする。
・見つけた角の性質を画用紙に書き 「気付いたこ、
とコーナー」にはり出す。

○向かい合う角に着目し、身 15 ・身の回りにある物で二つの直線が交わっているよ 知
近な生活の中からこのよう うな物、平行線に直線が交わっているような物を ○対頂角、平行線の
な角の性質が使われている 思い浮かべるようにする。 同位角や錯角の意
物を探し出しワークシート ・あまり例がでないようであれば、用意した画像を 味について理解し
に記入する。 提示する。 ている。
◇はさみ ◇門扉 ◎対頂角、平行線の
◇アパートの物干し など 同位角や錯角の意

、○発表する。 味について理解し
身近な例を複数挙

○対頂角や同位角・錯角の意 10 げている。
味をまとめ、頭脳パンに記 (学習プリント、振り
入する。 返りシート)
○振り返りシートに記入し、
本時のまとめと感想を書く｡

- -基礎コース指導案 2

（本時案 第２時）
観察，操作や実験を通して，三角形の内角の和や多角形の内角の和の性質を見いだす。(1) ねらい

(2) 準備
(教師) トレリス、デザイン画、磁石、教師用三角定規・分度器、学習プリント②、頭脳パン④⑤⑥

振り返りシート②
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(２／10 見通し１にかかわる授業)

学 習 活 動(○) 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

○トレリスから導かれる三角 10 ・前時まで使用していたトレリスを提示し、三角形
形や四角形などに着目し、 を含む多角形に着目できるようにする。
気付いたことを発表する。 ・前時で使用したトレリスを教室の壁に飾る。

・自分なりに気付いたことを学習プリント書いてい
【気付く】くようにする。

◇三角形の敷き詰め
◇三角形が二つ集まって四
角形になっている。

○多角形の内角の和について 30 ・トレリスから見いだした、四角形や五角形、六角 表、
規則性を見つける。 形について内角の和を工夫して求めようと投げか ○いくつかの多角形

ける。 の内角の和につい
・トレリスを提示することにより、多角形は、三角 て調べ、規則性が
形が集まってできていることに気付くようにす あることに気付い
る｡ ている。

四角形 五角形 六角形 ◎いくつかの多角形
◇1 ◇2 ◇3 ◇4 ◇5 ◇6 の内角の和につい

て調べた結果から
など 規則性に気付き、

いろいろな多角形
180×2 180×7－360－180×2 180×6－360 の内角の和を予想
180×3－180 360＋180 360＋360 している。また、

・それぞれの多角形の内角の和から類推し、nが１ その求め方を友だ
ずつ増加すると内角の和は180°ずつ増加するこ ちに分かりやすく
とに気付き、n角形の内角の和を予想できるよう 説明している。
にする。 (観察 学習プリント)、

【見つける】
☆規則性に気付かない生徒には、内角の和がいくつ 知
ずつ増えているかを助言する。 ○三角形の内角とそ
・気付いた規則性から、十角形の内角の和を予想す の和の意味、多角
るよう提示する。 形の内角の和の意
・見つけた角の性質を画用紙に書き 「気付いたこ 味ついて理解して、
とコーナー」にはり出す。 いる。

◎n角形の内角の和の
○三角形、n角形の内角の規則 ５ 規則性に気付いて
性についてまとめ、頭脳パ いるとともに、具
ンに記入する。 体的な多角形の内
○振り返りシートに記入し、 角の和を予想して
本時のまとめと感想を書く｡ いる。

(学習プリント、振り
返りシート)



- -基礎コース指導案 3

（本時案 第３時）
対頂角や平行線の性質を論理的に考察することができる。(1) ねらい

(2) 準備
(教師) トレリス、デザイン画、磁石、フラッシュカード、教師用三角定規・分度器、学習プリント③、

問題プリント、振り返りシート③
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(３／10)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

(☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)◇予想される生徒の反応

対頂角や平行線の性質がいつでも成り立つことを説明しよう
、 。○前時で見いだした対頂角や同 ５ ・トレリスを実際に見せ 等しい角を指して確認する

位角・錯角が等しいことを確 ・平行線における二つの等しい角を見いだし、なぜ等
かめる。 しいかという疑問を明確にする。

○対頂角がなぜ等しくなるのか 15 ・向かい合う角の事を対頂角と呼ぶことを確認する。
を自分なりの表現方法で考え ・対頂角が等しいことの証明を、いつでもそうなると
る。 言う一般性の観点から考えるようにする。

・aとbの和が180°となることに気付き、bとcの和も
a 180°となることから、aとcが等しいことを導いて
d b ◇a＋b＝b＋c いけるようにする。
c ・となり同士で、自分の考えを相手に伝えまた、相手

から考えを聞く。
・自分の考えを修正し、自分なりの考えをまとめる。

○自分たちの考えを互いに交流 ・式は理解したもののa＝cまで理解できない生徒に
、 、 、 、する。 は 等式変形から a＝180－b c＝180－bを導いて
aとcが等しくなることを理解できるようにする。

○文字を使った式で説明を記述 ・生徒の発表から、一般性を証明するためには文字を
する。 使った方がよいことに気付くようにする。

○平行線における等しい角の 10 ・２直線が平行でないときは成り立たないことを模型
一般性を考える。 を操作しながら視覚的に見いだし、平行の時にはい

つでも成り立つ理由を考えるようにする。
◇① ・平行線の同位角が等しいことは公理としてとらえ、

このことと関連付けながら錯角が等しいことを考え
ていくようにする。
・となり同士で、意見・考えを説明し合う。

(同位角・公理) ☆自分なりに考えられない生徒には、同位角に着目す 考
るよう助言する。 ○平行線の錯角が等し

◇② ☆自分なりの考えを記述できない生徒には、角の大き いことの説明を、友
さにaやxなどの文字を当てはめて計算してみてはど 達の考えをもとに考
うかと助言する。 えている。
・発表を聞きながら対頂角や同位角を使う順序の違い ◎平行線の錯角が等し

(錯角) に気付き どの方法でも説明できることを確認する いことを、対頂角や、 。
同位角が等しいこと

○自分の考えを発表する を使って自分なりに
考察し、平行であれ

○トレリスから気付いた平行四 ５ ・同位角や錯角がどこなのかを明確にしながら進め ばどんな場合でも成
辺形の対角が等しいことを平 る。 り立っていることを
行線の性質と関連づけて確か ・同位角→同位角→対頂角、同位角→錯角のどちらで 確認している。
める。 も正しいことを確認するとともに、簡潔なのはどち (学習プリント)

らなのか問う。

○定理の逆から、平行線である 10 ・命題と逆の関係を明らかにする。
ための条件を導き、その正当 ・同位角や錯角は、平行である時に等しくなることを
性を追求する。 確認し、逆に平行であるためにはどんな条件が必要
◇同位角が等しければ平行 か考えるようにする。
◇錯角が等しければ平行 ・二つの三角定規を使って平行線を作図する方法がこ
○定理を活用して、平行線を作 の定理を活用していることに気付き、いろいろな平
図する。 行線の作図方法を知るようにする。

○平行線の性質をまとめ、頭脳 ５
パンに記入する。
○振り返りシートに記入し、本
時のまとめと感想を書く。

- -基礎コース指導案 4

（本時案 第４時）
対頂角や平行線の性質を使って、様々な角の大きさを求めることができ、その求め方を説明することがで(1) ねらい
きる。

(2) 準備
(教師) フラッシュカード、学習プリント④、問題プリント、振り返りシート④
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(４／10)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

対頂角や平行線の性質を使えるようになろう！
○対頂角、平行線の性質を振 10 ・対頂角の性質、平行線の性質を頭脳パンを見なが
り返る。 ら思い出すようにする。

○学習プリントにある例１を 15 ・４～５人のグループをつくる。
考える。 ・図を見て角の大きさを予想するよう発問する。

・xの大きさを実測して確かめる。
・xの角の大きさが、27＋38という和で求まること
から 「足せばいいんだ」という気付きを基に、、
「なぜ足せば答えが出るんだろう」という疑問か
らその理由を個々に考えるようにする。

◇① ◇② ◇③ ◇④
○

○ × ○ ○ △

○

◇ ○＋△

× × ○ × ×

○解き方・考え方を自分なり ・既習の根拠を使うためにどのように補助線を引い 表
の言葉や式で記述し、グル て考えればよいか見通しを立てるようにする。 ○平行線に関する角
ープ内で交流し、共通理解 ☆既習の定理などを振り返るために頭脳パンを見る の大きさを求める
する。 よう助言する。 問題の解決におい

☆根拠として使えるものは、対頂角と平行線の性質 て、自分なりに工
のみであることから、補助線として平行線を引く 夫した方法で求め
よう助言する。 ている。
・グループ内の検討が済んだ段階で、今までに学ん ◎凸の頂点を通る平
だ対頂角や平行線の性質のどちらを基に考えられ 行線を引き、平行
たものなのかを明確にし、再検討していくよう指 線の性質を使って

。示する。 角度を求めている
・発表の中で、◇②～④のように線を延長させてで (学習プリント)
きた三角形により考えた生徒に対し、今の時点で
はまだ三角形の内角の和を根拠として使えないこ
とを確認する。
・一般性として、x＝a＋bという関係があることを
押さえておく。

○例１をふまえ例２を解く。 ５ ・使う根拠を明確にしながら、平行線の性質を使う
ためにはどのような補助線を引けばよいかも見通
しをもちながら進めるよう指示する。
・他の考えがあれば発表するよう促し、根拠が明確
なものかどうか検討していく。

○練習問題を解く 15 ・問題プリントを配布し、例１、例２を振り返りな
がら考えるよう指示する。

○全体で、答を確認し、その ５ ・一つ一つ、補助線の引き方や考えの根拠となるも
解き方・考え方を発表す のを確認していく。
る。 ・頭脳パンの裏に、本時に学習したプリントを参考
○振り返りシートに記入し、 に、活用例を記入するよう指示する。
本時のまとめと感想を書く｡

x

20°

68°

2 7 °

°x
3 8 °



- -基礎コース指導案 5

（本時案 第５時）
三角形の内角の和が180°となることを演繹的な推論を用いて考察することができる。(1) ねらい

(2) 準備
(教師) 三角形の内角の和パズル、画用紙、はさみ、フラッシュカード、教師用三角定規・分度器、学習プリント⑤、

振り返りシート⑤

(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(５／10 見通し２にかかわる授業)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

○三角形の三つの角の和は何 15 ・本当に180°なのか関心をもたせ、疑問をもつようにする。
【疑問】度か知っているかな？

◇180° ・できるだけ多くの生徒が発言できるようにするために、挙手

○本当に180°なの？ のない生徒にも指名していくようにする。
◇・？・？・？・ ・３分割された三角形の内角の和を確認できる教具を一人一人

○切りはりにより180°である に配布し、小学５年生で学習したことを振り返りながら、角
ことを確かめる。 を並べ内角の和が180°となることを視覚的に確認できるよ

うにする。

・はり並べることで、その後の証明の根拠となる平行線の同位
角や錯角のイメージをもてるようにするため、黒板でも画用

【見つける】紙を使って提示していく。

・180°になったかどうか確認する。

関三角形の内角の和がどうして180°となるかを既習事項を使って考え合おう

○三角形の内角の和が180°に ５ ・前時の学習を踏まえ、説明するための根拠を頭脳パン及びフ ○三角形の内角の和
なる理由を自力で考える。 ラッシュカードで確認する。 がなぜ180°である

・対頂角や平行線の性質という今までに学んだ根拠が使えるよ のかその理由に関

うに見通しをもって、並べ方を検討するようにする。 心をもっている。
◎三角形の内角の和【関連付け①】

○解決に有利な並べ方を発表 ・見つけたいろいろな並べ方を確認する。 がなぜ180°である
し 解決の見通しを立てる ・見つけた並べ方を活用するために、どのような補助線を引く のかその理由に関、 。

ことになるのか考えるようにする。 心をもち、その求

・多様な考え方があることに気付くようにする。 め方を積極的に考
◇① ◇② ◇③ ◇④ 察している。

(観察、振り返りシー
ト)

考

○三角形の内角の和
を、既習内容を用

いて、友だちの考
○４人のグループで、今まで 20 ・グループごとに学習を行う。 えを参考にしなが

に学習した根拠と関連付け ・180°が直線となることを意識させ、直線上に角を集めれば ら、よりよいもの

ながら、解決に向け考えを よいことに気付くようにする。 にしている。
さらに練り上げる。 ・今までに学習した数学的な根拠を提示しながら、それと関連 ◎三角形の内角の和

付けて演繹的な推論をすすめるようにする を説明するのに、。【 】関連付け②
・解決の見通しつかないグループには、並べ方からどの辺と平 頂点を通る平行線

行になっているのかを確認し、補助線を見いだせるように支 を引いたり、頂点

援する。 を挟む辺を延長さ
☆三角形の内角の和が180°である理由を説明できない生徒に せたりと自分なり

は、今までに学習したことを振り返り、補助線を引くことに の考えで３通り以
○グループごとに発表する より、どの角が等しくなるのかを見つけられるようにする。 上の方法を考えて

・黒板の図に補助線等かき込みながら説明するようにする。 いる。

・発表したそれぞれの方法でも根拠に基づいた説明ができるこ (学習プリント、振り
とを知り 既習内容が活用されたことを実感するようにする 返りシート)、 。

○内角と外角の新たな関係を 10 ・三角形の内角の和の証明を図示したものを提示し、そこから

証明の過程から発見する。 導かれる三角形の一つの外角はそれと隣り合わない二つの内

角の和に等しいことを発見させるようにする。
○振り返りシートに記入し、 ・等しい角に印をつけ、図を見ながら生徒自ら発見させたい。

本時のまとめと感想を書く｡ ・定理として、頭脳パンに記入する。

◇①頂点を通る辺の ◇①’ ◇②辺の延長線上に ◇②’ ◇③辺上に集める ◇③’

平行線上に集める 集める
×

×
×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○ ○

○

○

- -基礎コース指導案 6

（本時案 第６時）
(1) ねらい n角形の内角の和の公式を導き、その公式をいろいろな場面で活用することができる。
(2) 準備
(教師) フラッシュカード、教師用三角定規・分度器、振り返りシート⑥
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(６／10)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

n角形の内角の和の公式を工夫して導こう
○｢気付いたことコーナー｣を ５ ・以前トレリスを使った学習で気付いたことを振り
見て､多角形の内角の和につ 返り、内角の和やその求めた方法を振り返るよう
いて気付いたことを振り返 にする。
る。
◇三角形の内角の和は180°
◇四角形の内角の和は360°
◇nが１増えるごとに内角
の和は180°ずつ増える。
◇多角形をいくつかの三角
形に分割して考えた。

○五角形の内角の和をいくつ 30 ・トレリスの方法では、いろいろな多角形に対応で 表
かの三角形に分割したこと きないことに気付くようにし、より簡単に内角の ○いくつかの多角形
を振り返り、よりよい分割 和が求められる分割の仕方を考えるよう提示す の内角の和からそ
の方法を考える。 る。 の規則性に気付い

ている。
◇１ ◇２ ◇３ ◇４ ◎いくつかの多角形

の内角の和の規則
性から、自分なり
の方法でn角形の内
角の和の公式を導

○六角形、七角形と増えてい ・分割の仕方で、多様な考え方があることに気付く いている。
くことを考えたときに、ど ようにする。 (観察 学習プリント)、
の分割の方法が規則性を考
えるのに都合がよいかより
よい方法を考える。
◇１ ◇２ ◇２’ ◇３ ◇４

三角形の数が(n-1)個 三角形と(n-1)角形 (対角線で二分) 三角形の数がn個 ？？？

○n角形の和を考えたときに、 ・同じ考え方をしている生徒同士でグルーピング
◇１か◇３の方法で考える し、話し合いながら考えていけるようにする。
のが適していることを知 ・◇１では、分割された三角形の個数が、１頂点か
り、どちらかの方法で公式 ら引かれる対角線の数に関連していることに気付
を導く。 くようにする。
◇１ 180 ×(n－２) ・◇２は、n角形の内角の和は、(n－１)角形の内角°
◇３ 180 ×n－360° の和に対し180 の差があることに気付くように° °

し、１次関数の考え方で公式を導く。
・◇３では、分割された三角形の個数が、nに等し
いことに気付くようにする。
・◇２’や◇４では、n角形で考えるのには具体的
な多角形で計算していく中で適さないことに気付
くようにし、◇１又は◇３の方法で考えていくよ
うにする。
☆三角形の個数の変化に着目させる。
・◇１，２，３も式の変形によって結果は同じであ
ることを明らかにする。

○公式を使っていろいろな多 10 ・実測や作図の困難な百角形などの具体的な多角形
角形の内角の和を求める。 の内角の和を公式を使って求めることにより、n

を使った公式のよさを感じることができるように
する。

○三角形、n角形の内角の和に ５
ついてまとめ、頭脳パンに
記入する。
○振り返りシートに記入し、
本時のまとめと感想を書く｡



- -基礎コース指導案 7

（本時案 第７時）
多角形の外角の和を類推的な推論で見いだし、その求め方を知る。(1) ねらい ○
○多角形の角に関する用語の意味とその性質を理解し、いろいろな図形の角について活用できる。

(2) 準備
(教師) フラッシュカード、教師用三角定規・分度器、学習プリント⑥、頭脳パン⑦、振り返りシート⑥
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(７／10)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

多角形の外角の和の性質について、考察しよう。
○正三角形や正方形の外角の ５ ・外角についての意味を明確にしておく。
和は何度になるか考える。
◇実測により求める
◇一つの角が60°(90 )と ・正三角形や正方形の外角の和が360°になること°
なることから計算で求 を確認する。
める。

○四角形～六角形、及びn角形 25 ・正三角形や正方形の外角の和が360°になること
の外角の和について、グル を踏まえ、四角形や五角形の場合は何度になるか
ープ内で分担して調べ、n角 予想するようにする。
形の外角の和について予想 ・興味・関心に応じたグループに分け学習する。

Ａ 四角形の外角について調べるする。
表Ｂ 五角形や六角形 〃

○n角形の外角の和の論証につ ○いくつかの多角形Ｃ n角形 〃

いて、課題別に分けたグル ・予想したことを、実測により確かめさせる。 の外角の和につい
、ープごとに考え合う。 ・各グループに実測の結果を発表させ、どの場合も て調べた結果から

360°になることに気付くようにする。 n角形の外角の和が
☆他のグループと比較させ、いずれの場合にも常に 360°であることを
360°となっていることに気付くようにする。 帰納的に求めてい
・なぜ360°になるのか、それぞれのグループごと る。
に根拠と関連付けながら、説明を考える。 ◎n角形の内角の和の
・n角形を考える場合には、n角形の内角の和の公式 公式を使ってn角形
を使えばよいことをヒントとして与える。 の外角の和を求め

○n角形の外角の和についてま ・考えたことをまとめ発表する。 ている。
とめる。 ・頭脳パンにまとめる。 (観察 学習プリント)、

○まとめの問題をする。 20 ・問題プリントを配布し、今までの学習を振り返り 知
ながら考えるよう指示する。 ○多角形の外角の意
・つまずいている生徒に対し、机間指導により個に 味やその和が360°
応じた助言を行う。 であることを理解

○振り返りシートの記入。 している。
◎多角形の外角の和
が360°であること
を様々な問題解決
に活用している。
(学習プリント、振り
返りシート)

- -基礎コース指導案 8

（本時案 第８時）
図形の性質に関心をもち、演繹的な推論や類推を用いて，予想したり，考察したりすることができる。(1) ねらい 様々な

(2) 準備
(教師) 画用紙、はさみ、フラッシュカード、教師用三角定規・分度器、学習プリント⑦、頭脳パン⑧、振り返りシート⑦
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(８／10 見通し２にかかわる授業)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

○矢じりの形について知る ３ ・四角形の模型を提示し、一つの頂点を凹まして、三角形にな
るまでシュミレーションしてみせる。
・そのシュミレーションの途中である矢じりの形について、本
時は考察していくことを伝える。

→ → →

矢じりの形における角の性質について気付いたことを、今までに学んだことと関連付けて確かめよう。
○矢じりの形の角について、 ７ ・三角形の一つの外角はそれと隣り合わない二つの内角の和に
どんなきまりがあるか予想 等しいことを振り返り、矢じりの形の三つの鋭角の和がどの
する。 角と等しくなっているか予想するようにする。 考
○予測したことをもとに、実 関係の気付き ○矢じりの形の角の【 】
測により確認する。 ・三つの鋭角を切り凹角に並べることで、予想したことを確か 性質を説明するた

めるようにする。 めに、友達の考え
・角の性質について気付かなかった生徒でも、切りはりした結 をもとに既習内容
果から角の性質を実感できるようにする。 と関連させながら

考察している。
○再構成した自らの見通しに 20 ・それぞれが予想し確かめた結果をまとめ、次のような見通し ◎矢じりの形の角の
より、矢じりの形の角の性 を立てる。 性質を説明するた【見つける】
質について、既習内容を使 矢じりの形の三つの凸角の和は、凹角の大きさに等しい。 めに、自分なりに
って証明する。 ・数学的な根拠を使って説明していくために、今までに学習し 平行線や延長線な

たことを フラッシュカードで一つ一つ復習・確認していく どの補助線を引き、 。
・引いた補助線から、今までに学習した数学的な根拠は何かを ながら見通しをも
気付くようにする って考えている。。 【 】関連付ける
☆数学的な根拠と関連付けられない生徒のために、ヒントカー (学習プリント)
ドを用意する。

◇① ◇② ◇③ ◇④ ◇⑤ ◇⑥

など

○自分の考えを、グループ内 15 ・４人のグループになるよう机を移動する。
で発表し合い、数学的な根 ・自分の考えた方法を説明するとともに、友だちの考えた方法
拠によるものかどうか検討 を聞き、自分の考えた方法との違いを比較し、明らかにして
し合う。 いく。

・グループで協力して、一人一人の考え方について、今までに
学習した数学的な根拠に基づいているものなどうかを頭脳パ
ンを見比べながら検討するようにする。
☆説明に使った定理を学習プリントに書かせる。
・画用紙に補助線のみを書き込み(必要であれば等しい角も記 関
入する)、グループで検討してもらった自分の考え方をまと ○同じ矢じりの形の
め 関連付けた根拠を明らかにしておく 角の性質を説明す、 。 【 】関連付ける
・黒板にはりだしたフラッシュカードを基に、それぞれの考え るために、いろい
方によるものがどの数学的な根拠によって解決(説明)してい ろな考え方・方法

○数学的な根拠と関連付け、 くのか関連付ける作業を行う。 があることに気付
関連図を作成する。 ・一人一人が書いた画用紙を黒板にはられたそれぞれの定理の いている。

所にはるようにする。 ◎誰もが納得のいく
対頂角の性質 平行線の性質 三角形の内角と外角 三角形の内角の和 説明をするために

◇④ ◇① ◇⑥ は、実験や実測の
◇⑤ ◇② 結果よりも、数理

◇③ 的な説明のほうが
(◇⑤) 優れていることに
・多様な考え方に触れるとともに、どの根拠を使っても解決で 気付いている。
きることに気付かせる。 (振り返りシート)
・関連図を作成することで、一つの問題を解決するために、い
ろいろな根拠が活用されていることを実感できるようにす
る。

○振り返りシートに記入し、 ５
本時のまとめと感想を書く｡



- -基礎コース指導案 9

（本時案 第９時）
図形の性質に関心をもち、多角形の角や平行線の性質を利用して，図形の性質を説明することがで(1) ねらい 様々な

きる。
(2) 準備
(教師) 紙(Ａ３)、マジック、フラッシュカード、教師用三角定規・分度器、生徒用電卓、学習プリント⑧、

振り返りシート⑧
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(９／10 見通し３にかかわる授業)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

○職員玄関前にあるカエデの ５ ・カエデの葉を実際に手に取って見ることで、身近
葉を観察する。 な事象としてとらえるようにする。

・数種類のカエデがあることを伝える。

教室へ移動

カエデから図形の性質を見つけ、その性質を明らかにしよう。 関
○自分なりに抽象化したかえ 40 ・持ち帰ったカエデの葉を抽象化したものを提示 ○カエデの葉の形に
での形について、実測した し、個々に考察したい図形を選択し取り組むよう ついて考察してい
り、根拠と関連付けたり にする。 る場面で、今まで
と、自分なりの方法で角に ・カエデの形が難しいと感じている生徒に対しては 学んできた数学を
ついての関係を発見する。 きゅうりの葉を用意しておく。(◇①) 活用して問題を解

・考察していく上で、形の同じもの同士でグループ 決していることの
をつくり、小集団で協力し話し合いながら考察を 楽しさを実感して
進めるようにする。 いる。

◇① ◇③ ◇② ◇④ ◇⑤ ◎身近なものが数学
に活用できること
に気付き、既習内
容や考え方を活用
し、演繹的な論証

・補助線の引き方をアドバイスし、既習内容を確認 により確かめてい
しながら、解決への見通しをもてるようにする。 る。
☆角の性質に気付かない生徒には、矢じりの形には (観察、振り返りシー
どのような性質があったかを振り返ることによ ト)
り、カエデの形での角の性質を予想できるように
していく。 考
・具体的にどういう関係があるか分からない生徒に ○気付いた性質を説
は、凸角と凹角をそれぞれ分度器で測ることによ 明するために、既
り気付くようにしていく。 習内容や考え方と
・電卓の必要な生徒には、貸し与える。 関連させながら友
・今までに学習してきたことをどのように関連付け 達の考えを基に考
ていくか、関連付けさせるためにどのような補助 えている。
線を引けばよいかを考えるようにする。 ◎気付いた性質を説

明するために、既【既習内容の活用】
◇③の例として 習内容や考え方と

関連づけ、演繹的
な推論により考察
している。

◇十の内角の和は多角形の内 (観察､学習プリント)
矢じりの形にわける 頂点を結ぶ 三角形と五角形に分割する角の和の公式と同様にして

求められる。 ・補助線を引くことにより三角形や矢じりの形が現
◇①、◇② れることに気付きその性質を活用できないものか
凸角(の和)＝凹角(の和) 考えるよう助言する。
◇③、◇④ ・同じ図形を選んだグループの中から、関連付けた
凹角－凸角＝360° 根拠の違い、補助線の違いなどにより、さらにグ

ループ分けしていく。
・関連付けた根拠を順序立てて記述し、説明できる
ようさせておく。
・発表用のための紙に図と説明に必要な補助線や印
を書く。

○振り返りシートに記入し、 ５ ・次時は各グループごとに発表することを告げる。
本時のまとめと感想を書く｡

- -基礎コース指導案 10

（本時案 第10時）
図形の性質に関心をもち、多角形の角や平行線と角の性質を利用して，図形の性質を説明すること(1) ねらい 様々な

ができる。
(2) 準備
(教師) 指し棒、磁石、マジック、教師用三角定規・分度器、振り返りシート⑨
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル

発表用模造紙(グループ)
(3) 展開(10／10)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

調べた図形の性質について、まとめた考えを発表し合おう
○発表のグループに分かれ、 ３ ・グループに分かれて座わり、発表の準備をしてお
発表の準備を行う。 く。

○カエデの形や星形五角形な 40 ・自分のコースでないコースでは、違う課題につい
ど、いろいろな平面図形の て取り組んでいることを確認する。
性質について調べたことを ・発表用の模造紙を黒板にはるなど発表グループの
グループごとに発表する。 支援をする。

・発表にあたり、 表
・補助線とそこに引いた理由 ○自分の考えを、文
・等しい角 字や式・記号を使
・関連付けた根拠 って、数学的な根
・計算式 などを述べるように言う 拠に基づいて説明

・発表を聞くにあたり、 している。
・自分たちの考えと違う点 ◎数学的な根拠に基
・どの根拠を関連させたか づいているととも

、 、・納得のいく説明か に留意させる に 数学的な用語
・質問はそのグループの説明の後するようにする。 記号を用いて分か
☆説明に行き詰まった生徒に対しては、等しい角や りやすく表現して
矢じりの形など色チョークで図示しながら、発表 いる。

○それぞれの図形の共通点を 者の考え方を理解しやすい形で表現できるように (発表内容 発表原稿)、
探す。 する。

・発表後の模造紙や発表原稿は、教室内または廊下
に掲示していく。
・一部凹多角形と全部凹多角形に分類し、
一部凹多角形は、凸の角の和＝凹の角の和
全部凹多角形は、凸の角の和＋360゛＝凹の角の和
になっていることを確認する。

○まとめ ７ ・発表を終え、平行線の性質や三角形の角の性質な 知
どを使って、いろいろな平面図形の性質が論理的 ○カエデの葉の形で
に説明ができることや、身近な事象に数学が活用 は、平行線や三角
されていることを実感できるよう、本時の授業の 形の性質を使って

○振り返りシートに記入し、 感想を聞き合うようにする。 考察できたことを
本時のまとめと感想を書く｡ 理解している。

◎身のまわりには平
行線や三角形の性
質を使って考えら
れる場面がいろい
ろあることを理解
している。
(振り返りシート)



－ 応用・発展コース本時案 －

【応用コース】
（本時案 第８時）

図形の性質に関心をもち、演繹的な推論や類推を用いて，予想したり，考察したりすることができ(1) ねらい 様々な
る。

(2) 準備
(教師) 画用紙、はさみ、フラッシュカード、教師用三角定規・分度器、学習プリント⑦、頭脳パン⑧、
振り返りシート⑦

(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン、学習ファイル
(3) 展開(８／10 見通し２にかかわる授業)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

○矢じりの形について知る ３ ・四角形の模型を提示し、一つの頂点を凹まして、矢
じりの形になる凹四角形を提示する。

⇒

矢じりの形における角の性質について気付いたことを、今までに学んだことと関連付けて
確かめよう。
○矢じりの形の角について、 ７ ・右の図のような、矢じりの形を自由に変形できる教
どんなきまりがあるか予想 具を教具を一人一人に配布し、操作することで、矢
する。 じりの形の角の性質を予想できるようにする。 考

☆角の性質について気付かなかった生徒には、角を実 ○矢じりの形の角の
測したり、切りはりすることで角の性質を実感でき 性質を説明するた
るようにする。 めに、友達の考え

をもとに既習内容
○ ＝ ＋ ＋ を証明する 20 ・それぞれが予想し確かめた結果をまとめ、次のよう と関連させながらd a b c 。

な見通しを立てる。 考察している。
矢じりの形の角について、 ＝ ＋ ＋ で ◎矢じりの形の角のa d a b c
ある。 性質を説明するた
・数学的な根拠を使って説明していくために、頭脳パ めに、自分なりにd
ンで確認できるようにする。 平行線や延長線なb c
☆数学的な根拠と関連付けられない生徒には、平行線 どの補助線を引き
の性質や三角形の角の性質を活用するために、どの ながら見通しをも
ような補助線を引けばよいかと助言する。 って考えている。
☆数学的な根拠と関連付けられない生徒のために、ヒ (学習プリント)
ントカードを用意する。

◇① ◇② ◇③ ◇④ ◇⑤ ◇⑥

関
○自分の考えを発表する。 15 ・発表を聞くことにより、様々なな補助線の引き方が ○同じ矢じりの形の

あり、様々な考え方があり、それによって使う根拠 角の性質を説明す
も様々であることに気付かせる。 るために、いろい
・多様な考え方に触れるとともに、どの根拠を使って ろな考え方・方法
も解決できることを伝える。 があることに気付
☆証明が書けなかった生徒には 友達の考えを聞いて いている。、 、
自分の考えの参考にするよう助言する。 ◎誰もが納得のいく
・学習プリントに自分の考えをまとめ 記述していく 説明をするために、 。

は、実験や実測の
結果よりも、数理
的な説明のほうが
優れていることに
気付いている。
(振り返りシート)

○振り返りシートに記入し、 ５
本時のまとめと感想を書く｡

－ 応用・発展コース本時案 －

【発展コース】
（本時案 第８時）

図形の性質に関心をもち、演繹的な推論や類推を用いて，予想したり，考察したりすることができ(1) ねらい 様々な
る。

(2) 準備
(教師) ジオボード、輪ゴム、画用紙、はさみ、フラッシュカード、教師用三角定規・分度器、学習プリント、

頭脳パン、振り返りシート
(生徒) ５点セット(三角定規、コンパス、分度器、のり、はさみ)、色ペン、頭脳パン
(3) 展開(８／10)

学 習 活 動 学習への支援及び留意点
時間 評価項目(評価方法)

◇予想される生徒の反応 (☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手だて)

４点を結ぶ一筆書きでかける図形の角の性質について成り立つことを数学的な根拠に基
づいた説明ができるようみんなで考えを練り上げよう
○４点を結んでできるいろい ５ ・学習プリントにかく。
ろな図形を考える。 ・机間指導しながら、発表する生徒を抽出してい

く。
・発表には、ジオボードを用意し、そのボードに輪
ゴムを掛けることで発表の仕方を工夫していく。
・複数の発表の中から、次の３種類に絞り込んでい
き、四角形、ちょうちょ形、矢じり形が考えられ
ることを確認する。

…

○矢じりの形の角について、 25 ・四角形とちょうちょ形は学習済みであることを確 関
直観的に予想し、見通しを 認し、本時は矢じりの形について考えることとす ○同じ矢じりの形の
立て、既習内容を使って自 る。 角の性質を説明す
力解決し、証明を記述して ・予想した関係を発表する。 るために、いろい
いく。 ・予想したことについて実測により確かめる。 ろな考え方･方法が

・なぜその関係があるのか理由を考える。 あることに気付い
・自分の考えをグループ内で発表し合い、数学的な ている。
根拠によるものかどうか、確認していくようにす ◎誰もが納得のいく
る。 説明をするために
・様々な補助線の引き方があり、様々な考え方があ は、実験や実測の
り、それによって使う根拠も様々であることに気 結果よりも、数理
付かせる。 的な説明のほうが
・それぞれの考えに対して、グループ内で筋道を立 優れていることに
てて説明できるようにする。 気付いている。
☆友達の考えを聞いて、自分の考えの参考にするよ (振り返りシート)
う働きかける。
・学習プリントにグループで練り上げた自分の考え 考
をまとめ、記述していく。 ○矢じりの形の角の
・いくつかの考えを発表してもらう。 性質を説明するた

めに、友達の考え
○５点を結んでできる図形に 15 ・発展的に、５点を結ぶ一筆書きでかける図形の角 をもとに既習内容
ついて考える。 について考える。(ただし、同じ点は２度通らな と関連させながら

い) 考察している。
◎矢じりの形の角の
性質を説明するた
めに、自分なりに
平行線や延長線な
どの補助線を引き
ながら見通しをも

… って考えている。
(学習プリント)

・この問題については、レポートで提出するように
し、模造紙にはって廊下に掲示することで、他の
クラスの生徒、他のコースの生徒に対して、解き
方・考え方を発信していくようにする。

○振り返りシートに記入し、 ５
本時のまとめと感想を書く｡



- -学習プリント 1

２年数学学習プリント＜平行と合同＞①
２年 組 番

名前

◎ 上の図をみて気付いたことをできるだけたくさん書いてみよう！

◎ について、身近なものの中から探しだそう！

- -学習プリント 2

２年数学学習プリント＜平行と合同＞②
２年 組 番

名前

◎ 上の図をみて気付いたことをできるだけたくさん書いてみよう！

を工夫して求めよう！



- -学習プリント 3

２年数学学習プリント＜平行と合同＞⑤
２年 組 番 名前

１８０ ！三角形の三つの角の和は本当に なのか°

◎どうすれば調べられますか

◎なぜなんだろう！

◎友だちは、こんな考え方をしたよ。

◎自分は、こんな考え方をしたよ。

- -学習プリント 4

２年数学学習プリント＜平行と合同＞⑤の２
２年 組 番 名前

三角形の内角の和は180°であることの証明から

こんなことがわかる！

Ｄ

Ａ 三角形の内角の和が180°である

ことの説明を左図のように補助線

を引いて説明した人がいたね。

このことからもう一つわかること

があるよ。

Ｂ Ｃ

頂点Ａにおける外角である ∠ＤＡＣ の大きさは、



- -学習プリント 5

２年数学学習プリント＜平行と合同＞⑦
２年 組 番 名前

矢じりの ひ・み・つ

◎矢じりの形だぁ！

イ

ア ウ

◎この形を見て、どんな角の性質があるのでしょうか。

◎どうしてそうなるのかな？

●今までに学んだ根拠と関連付けられるような補助線をどこに引けばよいでしょうか。

どうしてそうなるかを説明するためにどの定理を根拠にしましたか。(使った根拠に○をつけよう)

ア 対頂角の性質 イ 平行線の性質 ウ 平行線であるための条件 エ 三角形の内角の和

オ 三角形の内角と外角 カ 多角形の内角の和の公式 キ 多角形の外角の和

- -学習プリント 6

２年数学学習プリント＜平行と合同＞⑧

Ｚプロジェクト
－ －自然の神秘・もみじの葉の謎を探る子どもたち

◎持ち帰ったもみじの葉を直線によってデザイン化してみました。

下の図形から一つ選んで、もみじの形の角の性質について考察してみよう。

◎どんな関係がありそうか、気付いたことを書いてみよう。

◎今までに学んだことを使いながら工夫して考察しよう！

２年 組 番 名前



- -学習プリント 7

矢じりの ひ・み・つ

ヒントカード １

こんな補助線が考えられるよ。

◇１ ◇２

◇３ ◇４

このうちのどれかを使って考えてみよう！

他にもいろいろな方法はあるよ。

- -学習プリント 8

矢じりの ひ・み・つ

ヒントカード 2

等しい角はここだよ。

◇１

どうして等しいのかその根拠を考えよう！

a b

a＋b

ア

イ

ア＋イ



－ 実態調査アンケート －

数学の勉強についてのアンケート

年 組 番 コース 氏名

次の１～13の質問に対し、ア～エのうち、あなたの気持ちにあてはまるものに１つ○印をつけてください。

とても まあまあ あまり まったく
あてはまる あてはまる あてはまらない あてはまらない

１．数学の勉強は楽しい。
ア イ ウ エ

２．図形の勉強は楽しい。
ア イ ウ エ

３．いろいろな解き方を考えることは楽しくなった。
ア イ ウ エ

４．何でだろうと不思議に思うようになった。
ア イ ウ エ

５．いつでも自分の考えや意見をもとうするようになった。
ア イ ウ エ

６．筋道を立てて考えるようになった。
ア イ ウ エ

７．筋道を立てて考えることは、自分が納得したり、相手に
ア イ ウ エ

説明したりするのに役に立つんだなあと実感した。

８．ある程度の解き方の見通しをもってから、問題を解こう
ア イ ウ エ

とするようになった。

９．新しい問題に取り組むとき、今までに学んだこととどん
ア イ ウ エ

な関係があるか関連づけて考えようとするようになった。

10．いろいろな性質やきまりに気づこう(発見とよう)とする
ア イ ウ エ

ようになった。

11．気づいた(発見した)性質やきまりが、本当にそうな
ア イ ウ エ

のか、確かめてみようとするようになった。

12．数学で学んだことが身近なところに使われているんだ
ア イ ウ エ

なあと感じるようになった。

13．数学で学んだことは私たちの身近な生活に役立ってい
ア イ ウ エ

ると感じるようになった。

14．平行線と角の授業において、

あなたにとって数学を学んでいる楽しさ(うれしさ、おどろき、感動)とは、どんな時でしたか。

－ 実態調査アンケート －

15．あなたは 「数学」の学習に対してどんなイメージを持つようになりましたか。具体的に書いてく、

ださい。

アンケートにご協力ありがとうございました。

最後に、今までの授業の感想などありましたら書いてください。

【観点】

○自分の学習に取り組む姿勢や気持ち

○自分で気付いたことを考えるということ

○勉強したことが、次の勉強に使えるということ

○数学を勉強する楽しさについて感じたこと など



参考資料

こんな授業をしました。こんな授業をしました。

第１時

第５時

このようなトレリスを

伸ばしたり縮めたりし

ながら、様々な図形の

性質を見つけました。

三角形の内角の和が180°

であることを証明するのに、

同位角や錯角が使えたよ。

 パズルを使うといろいろな
並べ方が見つかるね。



第８時

第９時

数学的な根拠
と関連付けるた
めに、このよう
なカードをつく
りました。

多様な考え方が

見つかったよ。

矢じりの形を工夫して使

うことができました。

外
に
出
て
、
カ
エ
デ
の
葉
を

実
際
に
見
ま
し
た
。




